
訓練受講者氏名　　仕事  太郎

所在地 ○○県○○市○○ 　　　　　　　　　就職支援責任者　氏名

名称 ABCスクール 　　　　　　　　　訓練実施施設の責任者　氏名

   

A B C

○ (1） G39#010782

○ (2） G39#010782

○ (1） G39#010602

○ (1） G39#010602

○ (2） G39#010682

○ (1） G39#010431

○ (1） 自社作成

○ (1） G39#010041

○ (2） G39#010041

○ (3） G39#011192

○ (4） G39#010431

○ (1） G39#011202

○ (2） G39#011202

○ (3） G39#011202

○ (1） K130108

○ (2） G39#011192

○ (3） 引用元１参照

○ (1） G39#010912

○ (2） G39#010912

○ (3） G39#010912

○ (4） G39#010912

○ (1） G39#011252

上記の者の訓練期間における当社としての職業能力についての評価は、以下のとおりです。

様式３－３－３　職業能力証明（訓練成果･実務成果）シート
（求職者支援訓練用）

訓練番号　　4-27-13-02-10-000X

訓練科名　　Webクリエイト科

　　A：到達水準を十分に上回った　B：到達水準に達した　C：到達水準に達しなかった 　（評価は、試験結果等に基づき記入されたものです）

平成28年3月31日

教育訓練実施機関　　 株式会社ABC機関

Ⅰ　訓練期間・訓練目標

訓　練　期　間 訓練時間 訓　練　目　標　（仕上がり像）

平成２７年１０月１日～平成
２８年３月３１日

６５０時間 Ｗｅｂプログラミング等に関する知識および技能を習得し、Ｗｅｂサイトの構築や管理・運営ができる。

Ⅱ　知識、技能・技術に関する能力　　（「知識、技能・技術に関する評価項目」ごとに、該当する欄に○を記入）　　

　（１）科目評価

科目名
評価

知識、技能・技術に関する評価項目 コード

学
科

コンピュータ概論

ハードウェア装置を知っている

ハードウェア、ソフトウェアそれぞれの動作を知っている

ネットワーク概論 ネットワークのアーキテクチャとプロトコルを知っている

ＨＴＭＬ実習

元デザインを忠実に反映したＨＴＭＬコーディングができる

Ｗｅｂ標準に準拠したサイト制作ができる

ＣＳＳによりページレイアウトを指定できる

セキュリティ概論

インターネットの概念やサービス、セキュリティについて知っている

コンピュータ犯罪の種類や特徴を知っている

接客技術 営業活動における基本マナーを知っている

安全衛生 安全作業や災害防止について知っている

ＪＡＶＡプログラミング
実習

Ｊａｖａプログラムの基本書式の作成ができる

Ｊａｖａプログラムを使用して独自コンテンツを制作できる

Ｊａｖａプログラムを使用して●●ができる

ＳＱＬ実習

データベース定義ができる

アクセス権限定義ができる

元となるデータを抽出して必要に応じてデータ変換を行い、データベース環境にデータをロー
ドできる

プロトタイプの作成と利用ができる

Ｆｌａｓｈが使うことができる

実
技

IT基本実習

書式通りに文書の作成ができる

簡単な帳票類の作成ができる

イラストデータを画像データに変換して入稿できる

プレゼンテーション実施に関わる補助ができる



○ (2） G39#011192

○ (3） G39#011192

○ (4） G39#011192

○ (1） G39#011192

○ (2） G39#011202

○ (3） G39#011202

(注意事項)

　（２）訓練の受講を通じて取得した資格（任意）

素材制作実習

各種写真ソフトウェアを使いこなすことができる

各種動画ソフトウェアを使いこなすことができる

各種楽曲制作ソフトウェアを使いこなすことができる

Ｗｅｂプログラミング実
習

ｃｇｉやｐｈｐ等と連携したコンテンツを制作できる

Ｗｅｂブラウザの種類・バージョンで適正に表示・動作することをチェックできる

アクセシビリティを考慮したコーディングができる

　評価項目の引用元（企業横断的な評価基準を活用した場合のみ）：

　（総評・コメント）

　（特記事項）

１　「コード」欄には、「知識、技能・技術に関する評価項目」の出典にコード又は職業能力評価基準のユニット番号等がある場合に記入してください。
２　記入しきれないときは、適宜枠の数を増やす等により記入してください。
３　本シートは、電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報
　処理の用に供されるものをもって作成することができます。

　　△△検定 取得日　　　　平成28年○月○日

　　

　（３）訓練期間中又は訓練終了後に取得した資格（任意）　　　※訓練と密接に関わる資格のみを記入

　　○○資格 取得日　　　　平成28年○月○日


